
●

●

「今日の放送を家に帰ってから聞けるの
はラジオにはないインターネットの魅力。」

吉村：先日のローリングストーンズのコンサー

トのように、音声や動画像の放送メディアとし

てインターネットをみたときは、まだまだ十分

な品質を確保できないわけですが、双方向性と

いうことに注目されている方は非常に多いと思

います。まず、ミュージックソンの企画と放送

というメディアに携わる方からみたインターネッ

トへのアプローチについてお聞かせください。

宮本：ニッポン放送では、12月24日から25日

までの24時間、「目の不自由な方へ『とうりゃ

んせ基金』を！」と題して、恒例のチャリティ番

組を企画しているわけですが、今年はこれをイン

ターネットに乗せようと思っているわけです。た

とえば、刻々と変化する募金額をWWWで見

られるようにしたり、リスナーからのメッセージ

を電子メールでもらったりということです。

そもそも、なぜインターネットなのかという

と、ローリングストーンズのコンサート中継の

報道にみるように、「インターネット」には新聞

の一面をかざってしまうほどのニュースバリュー

があるからなんです。もちろん、実際にストー

ンズの画像を見られた人は限られているわけで

すが、プロモーション素材としての魅力を非常

に感じます。また、海外でのチャリティへの考

え方は日本以上にありますので、日本でもこう

いうチャリティをやっているのですよということ

をアピールする意味もあります。

実際はどのくらいの人がアクセスできるのか

と考えるとまだまだ疑問な部分があります。海

外を意識したときの言語の問題もあります。

そして、ニッポン放送は新しいものが好きな

ので、なにしろ立ちあげようということです。

吉村：ラジオという電波を使ったメディアを考

えると、空間的な広がりにある限定された条件

があるわけですが、インターネットは空間的には

地球全体に広がる可能性があるわけです。同時

性と空間的広がりをもつメディアであるインタ

ーネットにはどのような可能性を感じますか？

宮本：悲しいことに放送した内容は消えてなく

なってしまうのです。いまどきAMラジオをエア

チェックする人なんてほとんどいませんが、な

かには読み物にしてもいいし、それを明日知っ

てもいいし、1か月後に知ってもいいような価値

のある情報もあるのです。でも、放送をたまた

ま聞いた人しか知りえないという悲しさがある

のです。きょうニッポン放送でしゃべったこと

をなんらかの方法で残し、家に帰ってから知る

ことができるというのは、私達のメディアには

なくインターネットやパソコン通信にはある魅

力だと思います。

今回の企画に関していえば、募金の受け付け

場所はどこかなどを自分の好きな時間に知るこ

とができますし、電子メールでメッセージを送

り、それを番組で活かせるということなど、番

組を聞いていなくても、インターネットから番

組に参加できるというある種のインタラクティ

ブ性があります。それに電話では混んでつなが

らないことも多々ありますが、電子メールなら、

そういったこともありません。このように「消

えていってしまうメッセージ」をユーザーが好き

なときに好きな情報を得ることができるという、

放送だけではない参加の幅が広がるのではない

かと期待しています。

「みなさん自分の手で情報を発信した
いんですよね。これにはたまらない魅
力があります。」

吉村：放送を聞けない人もインターネットを使

ってアクセスできるといのは大きなテーマです

ね。ところでインターネットは放送ではなく、一

種の通信網なので、個人や非常に小さい単位

で不特定多数に対してメッセージを送り出すこ

とができるわけです。つまり個人が自由にいろ

いろなコンテンツを提供することができるという

ことをどうお感じになりますか？

宮本：個人で情報を出せるのは魅力的だと思

います。たとえば最近ではミニFM局は申請だ

けでもたいへんな数があるようです。しかし、ビ

ジネスとして考えると採算は合わないでしょう。

それでもやりたがる人がいるということは、自

分の手で情報を発信してみたいんでしょうね。
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先月までは、「Welcome to The INTERNET」という記事でインターネットのいろいろな問

題点の提起をしてきました。今月からは多少模様替えをして、インターネットに興味をおも

ちの各業界の方をお呼びして、インターネットの可能性や問題点について意見を交換してい

きたいと思います。

今月は、年末に好例となったラジオのチャリティ番組である「ラジオ・チャリティ・ミュ

ージックソン」を企画されているニッポン放送の宮本編成局長をお招きしました。

【宮本幸一】
ニッポン放送
編成局長

【吉村 伸】
株式会社インターネットイニシアティブ

技術企画部部長
WIDEプロジェクトボードメンバー

吉村 伸の

インターネットへようこそ！
今月のお客様

宮本幸一：ニッポン放送編成局長
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それは、なんらかのリアクションがあるからで、

たまらない魅力があるのでしょう。しかもそれ

がなんらかの影響力をもつのですから。

放送という立場から考えると、こうしたこと

が普及していくと脅威ですよね。ですから自分

達もそのなかに入り込んで、いままで自分達の

できなかったことを可能にするということを模

索するということが重要だと思っています。そ

のためには、なにかやってみよう、そして、やるこ

とによって、ヒントが得られるということです。

吉村：やはり脅威ですか？

宮本：インターネットは2000年には2億人が使

うことになるといわれ、それが本当になるなら

ば、それは脅威ですよね。メディアといえば、

放送と活字といわれていた時代がこの10年から

20年で大きく変わったわけです。テレビだって、

放送を映すだけのものから、ビデオがつながり、

テレビゲームまで映すものに変化したわけです。

そういう意味で、将来はいまわれわれのやって

いるメディアは単なるOne of Themになってし

まうわけですから、それを取り込んで、自分達

が変化していかなければならないでしょう。

吉村：ラジオやテレビが登場したとき、新聞が

なくなるのではないかといわれましたが、なくな

るどころかむしろ大きくなっているくらいです。

コンピュータネットワークがメディアの一角に加

わわっても、どれかがなくなるわけではなく、そ

れぞれの役割があるのではないでしょうか？

宮本：所詮、放送はパーソンツーパーソンには

なりえないでしょうね。ラジオ放送が通信と一

番違うところは、パーソンツーパーソンの通信

を素材として大勢の人に聞かせているところで

す。通信の場合は純粋にパーソンツーパーソン

の情報交換をしていくことでしょうから、ラジ

オなり放送がなくなることはないと思います。で

も、通信を取り込むことで、放送も変化できる

のではないかと思っています。インターネット

は道路みたいなものなのですから、なにができ

るのかということでその発展のしかたも大きく

変わっていくのだろうという期待と不安がある

わけです。

「本当に価値ある情報ならコスト負担
は障害にはならない。」

吉村：たとえば新聞は月額3000円程度、テレ

ビはNHKやBS、CSなどでは一部有料、ラジ

オは無料なわけです。電話は使用量に応じた料

金体系。コンピュータネットワークは、ダイア

ルアップ接続などのローエンドのサービスでは、

電話のような使用量に応じた料金体系です。

このように情報へのアクセス手段の違いによ

って、そのコスト負担は違うわけですが、コン

ピュータネットワークに関していうと、放送と

同程度の機能を提供しているにもかかわらず、

料金は電話と同じくらい高い。こういう状況を

どのようにお考えですか？

宮本：お金をかけても価値ある情報が得られれ

ばいいわけで、高いか安いかはその人の価値観

があるので一概にはいえません。魅力的なソフ

トを放送するなら視聴者はお金を払ってくれる

でしょうし、逆にタダならラジオを聞いてくれ

るかというと、必ずしもそうではありません。で

すからコストは基本的な障害にはならないと思

います。もちろんインターネットの場合は負担

できる限界はあるでしょうけれども。

逆に個人でインターネットを使っている人は

どういう使い方をしているのでしょう？自分の

ビジネスに利用されている人が多いのですか？

吉村：ある一定のコスト負担をしなければなら

ないということから、明確な見返りの期待でき

る人からユーザーになっています。電子メール

が交換できないと困るとか。そして、どの世界

にもいる新しいことの好きなひと。

宮本：すでにパソコン通信もかなり普及してい

ますよね。国内だけでも200万人もユーザーが

いるわけですが、パソコン通信とインターネッ

トの基本的な違いはどこにあるのでしょう？

吉村：パソコン通信は、そのサービスを提供す

る人がコンテンツの枠組みを決めているのです。

決してコンテンツを作っているわけではないです

が。しかしインターネットでは、あらかじめ決

められた枠組みは何もなく、自分で決めて発信

できます。もちろん仕組み的な違いもあります

が、この枠組みが用意されているか、されてい

ないかが大きな違いでしょう。もちろん枠組み

があった方が楽だという人もいるのですが、そ

れ以上に制約なしに自分で気持ちよく作れると

いうことが大きいと思います。インターネット

が普及するとパソコン通信がなくなるという人

もいますが、お互いが補完しあって、お互い伸

びていくのではないかと思います。

宮本：映像や音声をかなりのクオリティで流せ

るように、近い将来なるのでしょうか？

吉村：電話の技術をベースにしたものでは、無

理だと思います。よく、CATVとの関係が議論

されますが、すでにCATVの線が引かれている

のだからそれを使おうという話しと、どうせこ

れから引くなら高価なものだしいろいろな用途

に使いたい、そしてCATVのもっている機能、

つまり双方向性はインターネットももっている

機能だという話し。通信といえば、電話を考え

る人もいますが、電話のネットワークを使う必

然性はまったくありません。たまたま、いま電

話の技術を使っているだけなのです。インター

ネットのようなネットワークが必要だったら、電

話とまったく違う体系の通信サービスが提供さ

れるということが必要で、それなくしては「イ

ンターネット型」の通信と放送が融合した新し

いコミュニケーションシステムは普及していかな

いでしょう。そのために、いろいろな分野の方

とインターネットの可能性を考えて、いろいろ

なサービスが出てきてほしいと思います。

宮本：回線の整備、つまり光ファイバーのよう

なものが各家庭に入っていけば、放送なんて誰

でもできてしまうのですよね。そうなったときを

ラジオは生き残れるのかと脅威に感じるわけで

す。もしかしたら、誰も聞いてないかもしれな

いし、誰も見てないかもしれないけど、好きな

ことをしゃべって、好きな曲をかけて、情報を

発信できるという満足感が半分と、もしかした

ら誰か聞いてくれているのではないかという満

足感が半分。そんなミニFM局よりももっとパ

ーソナルなものが山のようにできるかもしれませ

ん。いままではみんな受け身だったのが、大半

の人間が受け手であり、しかも送り手である時

代がやってきたとき、ラジオはどうするの？と

いうことを考えると難しいところです。

吉村：きょうはどうもありがとうございました。

ミュージックソンの企画は、今回で終わりでは

なく、これが始まりだと思います。今度はその

成果や別の企画のお話しができればと思います。

宮本：今回のミュージックソンは期間限定の企

画ですが、こういう機会を何度か積み重ねるこ

とで、われわれおもしろいことができるのではな

いだろうかと模索していきたいと思います。
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